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音更町帯広市
樹林の連続性を確保

音更側を掘削
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湿地環境とし再樹林化を防止　
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野生動物の移動に配慮し
樹林の連続性を確保

現況の草原環境を保全

表土を除去し、
樹木種子の
活着を促す
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[ 音更川合流点上流 ]

[ 音更川合流点下流②]

[ 相生中島下流 ][ 音更川合流点下流①]

[ 相生中島上流右岸 ] [ メン川合流点下流 ]

[ 相生中島上流左岸 ]

[施工直後] [施工後約10年のイメージ]

[ 途別川合流点下流 ]

中　洲

[ 十勝川温泉下流 ]

合意事項
・左岸側の樹林を伐採し草原環境へ。
・連続性確保のため河岸の樹木幅10ｍ程度を保全。
・中洲や河道内の河原は現状を維持し、掘削は行わない。

合意事項
・左岸側（音更側）の樹林を伐採し、草原環境へ。（河岸
  側10m程度の樹木及び
  ケショウヤナギ林を含む大型樹林は保全）
・右岸側(帯広側)の河岸を平水位で掘削。(幅30～40m
  程度)

合意事項
・左岸側（音更側）の河岸を、樹木の連続性に配慮
  しつつ平水位で掘削。
・樹林の分断される箇所では、連続性を確保するた
  め樹林再生の試行的な取り組みを実施する。

合意事項
・中洲については、樹林化している部分（中洲の半分程度）を平水
  位で掘削し、河原環境の形成により再樹林化を防止する。
・右岸側にショウドウツバメの集団営巣地があるため、左岸側を
  平水位で掘削する。

合意事項
・中洲を、左岸側半分程度を残して平水位
  で掘削。枝流は保全する。
・併せて、
河原環境
の形成を
図るとと
もに再樹
林化を抑
制する。

合意事項
・右岸の河岸側の樹林を幅50mで保 
  全し、その背後地の樹林を伐採。
・再樹林化を防止するために、掘削し
  て湿地環境を形成する。

合意事項
・メン川と十勝川の合流部は、サケ稚魚の
 速やかな降下を考慮し、平水位で掘削す 
 るとともに、メン川沿いの樹木は保全する。
・平均年最大水位程度で右岸高水敷を掘削
  するとともに、再樹林化を防止するため、
  地域との調整を図った上で、凹凸を付けて
  多様な湿地を含む環境をつくる
・施工中の十勝川温泉側からの景観を考慮
  し、中洲の樹林の一部を10m程度の幅で
  残しながら施工する。

合意事項
・河床部を掘削する。
・右岸側の高水敷については、現況の水域が極
  力残されるよう、水域周辺の樹木の内、川側を
  全て保全、堤防
  側を幅10mで保
  全し、その他の
  部分を平均年最
  大水位程度で掘
  削し、草原環境
  を創出する。

合意事項
・樹林を伐採後、掘削して浅場環境を形成する。
・十勝エコロジーパーク下流の樹林の一部を疎林化す
  る。
※具体的
な実施に
ついては、
今後、十勝
エコロジ
ーパーク
や北海道
と調整

↑
十
勝
川

↑
途
別
川

←メン川

1
2

7 8
9

7 8
9

5

3 44

6

整備状況
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相生中島音更川 千代田
新水路

札内川
中央大橋整備中整備中

モニタリング中モニタリング中



十勝川中流部自然再生計画について

令和7年3月15日

帯広河川事務所



十勝川水系全体の自然再生の目標
（2025年～2055年までの30年間）



「ネイチャーポジティブ」とは何か？
※2021年に開催されたG7において表明された世界的な概念



「ネイチャーポジティブ」実現のために
当面、十勝川中流部で取り組む主な自然再生の内容

ワンド
エコトーン

湿地（たまり）

※池沼

湿地・ワンド・エコトーンの保全・再生により「ネイチャーポジティブ」＝生物多様性向上に貢献する。



当面、十勝川中流部で取り組む主な自然再生箇所（湿地）

湿地造成予定箇所（1箇所）
相生中島地区

※令和8年度以降整備予定



当面、十勝川中流部で取り組む主な自然再生箇所（ワンド）

ワンド造成予定箇所（2箇所）
①猿別川合流点上流（右岸）
②メン川合流点（右岸）

※令和8年度以降整備予定



当面、十勝川中流部で取り組む主な自然再生箇所（エコトーン）

エコトーン造成予定箇所（10箇所）
①新オシタップ川合流点周辺（左岸）
②十勝エコロジーパーク（左岸）
③途別川合流点下流（右岸）
④十勝中央大橋上下流（左岸）
⑤士幌川合流点下流（左岸）
⑥札内川合流点下流（右岸）
⑦相生中島地区（右岸）
⑧音更川合流点下流（左岸）
⑨十勝大橋～鈴蘭大橋周辺（左岸）
⑩十勝大橋上流（右岸）

※①②を除き、令和8年度以降整備予定
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